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C
ham

ber feature

調
査
レ
ポ
ー
ト

講
義
を
終
え
て

を
生
産
。
ま
た
、
水
耕
栽
培
で
生
産
し
た
野

菜
は
土
が
つ
い
て
い
な
い
た
め
加
工
し
や

す
く
ア
ク
が
少
な
い
も
の
が
出
来
る
な
ど
、

他
社
と
の
差
別
化
を
図
っ
て
い
る
。
さ
ら

に
、
農
場
で
の
障
害
者
雇
用
を
積
極
的
に
推

進
し
て
い
る
の
も
同
社
の
特
徴
で
あ
る
。
現

在
、
農
場
で
は
20
名
以
上
の
障
害
者
が
イ
キ

イ
キ
と
業
務
に
従
事
し
て
い
る
。

今
後
、
農
業
分
野
へ
の
進
出
を
考
え
る

企
業
に
対
し
て
佐
竹
さ
ん
は
「
既
存
の
農
業

者
と
の
関
係
性
は
大
切
で
す
。
我
々
に
と
っ

て
は
農
業
の
先
輩
で
す
か
ら
、
色
々
と
教

え
を
乞
え
る
体
制
を
作
っ
て
お
く
必
要
が

あ
る
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、
軌
道
に
乗
る

ま
で
に
は
相
当
の
時
間
が
か
か
り
ま
す
の

で
、
特
に
初
期
投
資
が
大
き
く
発
生
す
る

こ
と
を
覚
悟
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
量
・

質
と
も
に
安
定
し
て
生
産
で
き
な
け
れ
ば

販
売
先
の
信
用
は
得
ら
れ
な
い
た
め
、
生
産

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
と
販
売
計
画
を
事
前
に
綿

密
に
た
て
て
お
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
」

と
指
摘
す
る
。

最
後
に
佐
竹
さ
ん
は
「
今
後
は
、
生
産

す
る
野
菜
の
品
種
に
つ
い
て
販
売
先
の
お

客
様
か
ら
の
リ
ク
エ
ス
ト
に
広
く
応
え
ら

れ
る
体
制
づ
く
り
を
強
化
し
、
引
き
続
き
地

域
の
障
害
者
雇
用
に
も
貢
献
し
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
」
と
展
望
を
語
っ
た
。

鯖
江
市
に
本
社
を
構
え
る
タ
イ
ヨ
ー
電

子
㈱
は
、
電
子
部
品
を
大
手
家
電
メ
ー
カ
ー

等
に
供
給
す
る
事
業
を
柱
に
、
医
療
関
連
機

器
や
情
報
機
器
な
ど
自
社
商
品
の
製
造
販

売
に
も
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
き
た
。
あ
る

時
、
人
工
透
析
患
者
が
食
べ
物
で
制
約
を
受

け
て
い
る
現
状
を
耳
に
し
た
同
社
の
奥
森

社
長
は
、
す
ぐ
さ
ま
透
析
患
者
向
け
の
食
品

に
つ
い
て
調
査
を
開
始
し
、
秋
田
県
立
大
学

が
行
っ
て
い
る
植
物
工
場
の
技
術
に
た
ど

り
着
い
た
。

平
成
24
年
8
月
に
技
術
提
携
し
、
同
大

の
サ
ポ
ー
ト
の
も
と
自
社
開
発
セ
ン
タ
ー

２
Ｆ
の
実
験
室
で
Ｌ
Ｅ
Ｄ
や
マ
イ
ナ
ス
イ

オ
ン
を
照
射
し
て
観
葉
植
物
を
育
て
る
実

験
を
ス
タ
ー
ト
。翌
年
6
月
に
は
セ
ン
タ
ー

１
Ｆ
で
リ
ー
フ
レ
タ
ス
、
ア
イ
ス
プ
ラ
ン

ト
、
低
カ
リ
ウ
ム
リ
ー
フ
レ
タ
ス
の
3
種

類
の
野
菜
の
栽
培
に
着
手
し
た
。

県
外
の
先
進
企
業
3
～
4
社
の
施
設

を
見
学
後
、
自
社
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
植
物
棚
・

給
排
水
装
置
を
製
造
し
、
ク
リ
ー
ン
ル
ー
ム

内
に
設
置
。
こ
れ
に
は
長
年
培
っ
て
き
た

電
子
部
品
製
造
の
ノ
ウ
ハ
ウ
が
活
か
さ
れ

た
。「
他
社
製
品
だ
と
、
故
障
等
が
発
生
し

た
場
合
に
ど
う
し
て
も
タ
イ
ム
ロ
ス
が
長

く
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
農
産
物
は
新
鮮
さ

が
命
な
の
で
、
こ
う
し
た
事
態
を
避
け
る
こ

と
を
最
優
先
し
ま
し
た
」
と
語
る
の
は
同
社

の
川
西
常
務
。

収
穫
さ
れ
た
農
産
物
は
、
透
析
ク
リ
ニ
ッ

ク
の
職
員
を
招
い
て
の
試
食
会
で
も
高
い

評
価
を
受
け
、
自
社
ス
タ
ッ
フ
の
ア
ン
ケ
ー

ト
で
も
市
販
の
野
菜
と
比
較
し
て
味
が
良

い
と
い
う
結
果
と
な
っ
た
。
こ
の
反
応
が
糧

と
な
り
、
福
井
県
の
支
援
制
度
を
活
用
し
て

一
気
に
生
産
設
備
を
拡
大
。
昨
年
4
月
か

ら
本
格
的
な
量
産
が
開
始
さ
れ
、
現
在
は
一

日
に
約
1
4
0
0
株
ま
で
の
生
産
が
可
能

と
な
っ
た
。

川
西
常
務
は
「
市
場
に
流
通
さ
せ
る
以

上
、
常
に
同
じ
品
質
の
も
の
を
生
産
で
き
る

こ
と
が
必
須
で
、
今
も
試
行
錯
誤
が
続
い
て

い
ま
す
」
と
現
状
を
説
明
す
る
。
同
社
で
作

ら
れ
た
野
菜
は
現
在
、
県
内
の
ス
ー
パ
ー
や

道
の
駅
の
ほ
か
、
東
京
の
ア
ン
テ
ナ
シ
ョ
ッ

プ
「
南
青
山
2
9
1
」
や
都
内
大
手
ス
ー

パ
ー
で
も
販
売
さ
れ
、
特
に
低
カ
リ
ウ
ム
レ

タ
ス
に
つ
い
て
は
県
外
の
病
院
関
係
か
ら

直
接
引
き
合
い
が
あ
る
。
露
地
栽
培
と
は
違

い
、
天
候
に
左
右
さ
れ
ず
安
定
的
に
供
給
で

福
井
市
に
本
社
を
構
え
る
パ
ッ
ケ
ー

ジ
フ
ァ
ー
ム
㈱
は
、
県
内
有
数
の
総
合
物

流
企
業
で
あ
る
㈱
ニ
ホ
ン
パ
ッ
ケ
ー
ジ
の

1
0
0
％
出
資
に
よ
り
平
成
21
年
7
月
に

設
立
さ
れ
た
グ
ル
ー
プ
企
業
で
あ
る
。
同
社

は
県
内
企
業
に
よ
る
農
業
参
入
の
先
駆
け

で
あ
り
、
安
価
な
海
外
農
産
物
の
流
入
や
食

品
の
産
地
偽
装
に
心
を
痛
め
て
い
た
田
中

会
長
の
「
消
費
者
に
安
全
で
美
味
し
い
野
菜

を
届
け
た
い
」
と
の
強
い
思
い
が
設
立
の
原

動
力
と
な
っ
た
。

折
し
も
平
成
21
年
、
農
地
法
改
正
の
議

論
が
ス
タ
ー
ト
し
、
企
業
に
よ
る
農
地
の
所

有
・
農
業
経
営
へ
の
参
入
が
開
放
さ
れ
る
道

筋
が
見
え
は
じ
め
た
。
こ
の
動
き
に
あ
わ
せ

る
よ
う
に
同
社
で
は
社
内
に
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
チ
ー
ム
発
足
さ
せ
、
水
耕
栽
培
に
よ
る
農

業
参
入
の
検
討
を
開
始
。
5
月
に
国
会
で

農
地
法
が
改
正
さ
れ
る
と
、
す
ぐ
に
県
外
で

行
わ
れ
て
い
る
様
々
な
事
例
を
視
察
し
、
そ

の
中
か
ら
三
重
県
の
法
人
企
業
が
行
う
水

耕
栽
培
の
生
産
方
式
を
採
用
。
現
地
ス
タ
ッ

フ
を
招
聘
し
指
導
を
受
け
、
9
月
に
大
型

ビ
ニ
ー
ル
ハ
ウ
ス
4
棟
・
水
耕
栽
培
ベ
ッ

ド
36
本
を
設
置
し
生
産
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ

た
。「

農
業
に
は
天
候
や
害
虫
な
ど
自
然
を
相

手
に
す
る
難
し
さ
が
あ
り
、
開
始
直
後
は

色
々
と
苦
労
し
ま
し
た
」
と
語
る
の
は
、
ス

タ
ッ
フ
の
佐
竹
さ
ん
。
現
在
同
社
で
は
ビ

ニ
ー
ル
ハ
ウ
ス
内
で
の
水
耕
栽
培
の
他
に
、

露
地
で
の
野
菜
栽
培
と
水
稲
栽
培
も
あ
わ

せ
て
行
っ
て
い
る
。
年
度
ご
と
・
季
節
ご
と

に
生
産
す
る
野
菜
の
種
類
を
入
れ
替
え
、
連

作
障
害
を
避
け
る
工
夫
を
施
す
。

平
成
22
年
の
武
生
青
果
市
場
へ
の
出
荷

を
皮
切
り
に
、
現
在
は
学
校
給
食
で
の
採
用

や
県
内
病
院
へ
の
直
接
販
売
と
販
路
を
広

げ
て
い
る
。
露
地
栽
培
で
は
、
県
産
豚
の
胎

盤
（
プ
ラ
セ
ン
タ
）
に
お
か
ら
、
や
さ
い
く

ず
を
配
合
し
て
作
っ
た
オ
リ
ジ
ナ
ル
肥
料

「
み
な
も
と
」
を
使
用
し
糖
度
が
高
い
野
菜

安
全
で
美
味
し
い
野
菜
を
届
け
た
い

～
パ
ッ
ケ
ー
ジ
フ
ァ
ー
ム
㈱
（
福
井
市
）
～

自
社
製
栽
培
設
備
の
展
開
を
目
指
す

～
タ
イ
ヨ
ー
電
子
㈱
（
鯖
江
市
）
～

農業ビジネスの
可能性を探る
̶異業種からの新規参入を取り巻く環境̶

特 集
2015

Chamber feature

製造業の生産拠点が海外に移り円安の効果が思ったほど現れないなど、産業界を取り巻く環境は
あらゆる面で厳しい状況となっている。そんな中、アベノミクスの成長戦略の柱の一つとして脚光
を浴びはじめたのが農業分野。農地法の改正により、企業の農業参入のハードルは低くなり、全国
的にも農業分野への関心が高まっている。こうした動きを受け、福井商工会議所でも「アグリビジ
ネス研究会」を立ち上げ、企業の農業ビジネスへの参入支援を行っている。
今回は、異業種から新たに農業分野に進出を果たした県内企業の事例を通じて、農業ビジネスが
抱える課題と今後の可能性について探った。

同社の大型ビニールハウス内では、
水耕栽培で小松菜を育てている

出荷商品を手にする
スタッフの佐竹さん（左）と加藤さん（右）

同社工場内のクリーンルームで
栽培されているリーフレタス



特　集

特
集

総
合
支
援
セ
ン
タ
ー
か
ら
こ
ん
に
ち
は

会
議
所
の
動
き

健
康
ひ
と
く
ち
メ
モ

C
ham

ber feature

調
査
レ
ポ
ー
ト

講
義
を
終
え
て

が
一
般
的
だ
が
、
同
社
の
工
場
で
は
約
半

年
程
度
で
出
荷
で
き
る
状
況
ま
で
生
育
さ

せ
る
こ
と
が
出
来
る
。
ま
た
、
コ
ケ
に
は
根

が
な
く
土
が
不
要
な
た
め
軽
量
で
、
こ
れ
ま

で
耐
加
重
制
限
等
に
よ
り
施
工
が
出
来
な

か
っ
た
傾
斜
屋
根
・
金
属
屋
根
に
も
施
工
が

可
能
と
な
っ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
土
が
な

い
た
め
刈
込
や
除
草
も
不
要
で
、
温
度
耐

性
も
高
く
、
維
持
管
理
コ
ス
ト
が
ほ
と
ん

ど
か
か
ら
な
い
優
れ
も
の
で
あ
る
。
原
料

の
コ
ケ
は
自
社
工
場
で
育
成
し
50
㎝
四
方

の
ト
レ
イ
に
ユ
ニ
ッ
ト
化
、
休
耕
田
を
使
っ

て
自
然
環
境
に
慣
ら
し
た
の
ち
、
直
接
施
工

現
場
へ
出
荷
さ
れ
る
。

工
場
立
地
法
で
は
、
敷
地
面
積
の
う
ち

一
定
割
合
の
緑
化
義
務
が
課
せ
ら
れ
て
お

り
、
こ
の
屋
上
緑
化
ユ
ニ
ッ
ト
は
、
新
た
な

緑
地
面
積
の
確
保
が
難
し
い
都
市
部
の
工

場
な
ど
か
ら
既
に
多
く
の
引
き
合
い
を
得

て
い
る
。
昨
年
11
月
か
ら
は
、
阪
神
道
路
公

団
の
高
速
道
路
料
金
所
全
て
の
屋
根
緑
化

が
3
年
計
画
で
進
め
ら
れ
て
お
り
、
同
社

の
工
場
で
は
現
在
、
フ
ル
稼
働
で
商
品
と
な

る
コ
ケ
の
生
産
・
品
質
向
上
に
取
り
組
ん
で

い
る
。

最
後
に
通
自
部
長
は
「
コ
ケ
は
生
鮮
野

菜
と
違
い
時
間
が
経
過
し
て
も
劣
化
せ
ず
、

在
庫
の
廃
棄
リ
ス
ク
が
ほ
ぼ
あ
り
ま
せ
ん
。

ち
な
み
に
、
全
国
で
も
コ
ケ
専
用
の
植
物

工
場
は
当
社
を
含
め
2
例
ほ
ど
し
か
あ
り

ま
せ
ん
。
当
社
と
し
て
は
、
こ
の
事
業
を

通
じ
て
環
境
へ
の
貢
献
、
地
域
へ
の
貢
献

に
役
立
ち
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
」
と
語
っ

た
。
農
業
を
ビ
ジ
ネ
ス
と
し
て
考
え
る
か
ら

に
は
、
こ
う
し
た
差
別
化
も
大
切
だ
と
い
う

こ
と
を
改
め
て
感
じ
さ
せ
ら
れ
た
。

福
井
県
の
気
温
は
関
東
圏
と
そ
れ
ほ
ど

差
は
な
く
、
年
間
の
総
日
照
時
間
も
お
よ

そ
8
割
程
度
で
、
気
候
的
に
は
農
業
生
産

に
支
障
の
無
い
土
地
柄
と
言
え
る
。
地
理

的
条
件
で
見
て
も
、
中
京
圏
・
関
西
圏
か

ら
3
時
間
以
内
に
位
置
し
て
お
り
、
消
費

地
に
近
い
と
い
う
メ
リ
ッ
ト
も
有
し
て
い

る
。
加
え
て
、
昨
年
7
月
に
は
舞
鶴
若
狭

自
動
車
道
が
全
線
開
通
し
、
こ
れ
に
よ
り
京

阪
神
へ
の
物
流
面
で
の
利
便
性
は
さ
ら
に

向
上
し
た
。
こ
う
し
た
背
景
か
ら
、
近
年
は

県
外
資
本
の
民
間
企
業
が
県
内
に
農
業
分

野
で
進
出
を
始
め
て
い
る
。

福
井
県
で
は
平
成
17
年
度
か
ら
「
企
業

的
園
芸
支
援
事
業
」
を
通
じ
て
企
業
の
農
業

参
入
を
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
し
て
い
る
。
特
に
、

植
物
工
場
の
建
設
に
つ
い
て
は
、
イ
ニ
シ
ャ

ル
コ
ス
ト
（
建
設
費
な
ど
）
と
操
業
に
か
か

る
ラ
ン
ニ
ン
グ
コ
ス
ト（
電
気
空
調
費
な
ど
）

が
多
額
に
か
か
る
こ
と
を
踏
ま
え
、
平
成
23

年
度
か
ら
植
物
工
場
も
支
援
対
象
と
し
、
全

国
で
最
も
手
厚
い
支
援
が
受
け
ら
れ
る
よ

う
に
な
っ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
、
現
在
は
条
件
面
で
農
業

分
野
へ
の
進
出
が
し
や
す
い
環
境
と
な
っ

て
い
る
が
、
先
に
取
材
し
た
企
業
の
事
例
か

ら
も
わ
か
る
よ
う
に
、
農
業
ビ
ジ
ネ
ス
を
ス

タ
ー
ト
す
る
た
め
に
は
「
事
業
開
始
時
の

資
本
力
」「
数
年
先
を
見
据
え
た
販
売
計
画
」

「
他
社
商
品
と
の
差
別
化
」
が
必
要
と
な
る
。

農
業
を
“
新
た
な
事
業
の
柱
”
に
据
え
る
の

で
あ
れ
ば
、
こ
の
あ
た
り
を
念
頭
に
置
い
た

上
で
情
報
を
収
集
し
、
進
出
を
検
討
す
る
べ

き
で
あ
ろ
う
。

き
る
の
が
同
社
の
強
み
だ
。

昨
年
秋
に
は
、
自
社
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
植

物
生
産
設
備
を
「
北
陸
技
術
交
流
テ
ク
ノ

フ
ェ
ア
」
へ
出
展
。
会
場
で
も
野
菜
の
試
食

を
行
っ
た
が
評
判
は
上
々
で
、
東
京
や
石
川

で
行
わ
れ
た
展
示
会
で
も
高
い
評
価
を
得

た
。
今
後
、
同
社
で
は
生
産
し
た
野
菜
販

売
に
加
え
、
生
産
設
備
の
販
売
に
も
力
を

入
れ
る
。
受
注
か
ら
納
品
ま
で
に
は
約
３
ヵ

月
の
期
間
を
要
す
る
た
め
、
現
在
は
自
社
で

生
産
実
績
を
日
々
積
み
重
ね
、
設
備
販
売
に

向
け
た
万
全
の
態
勢
を
整
え
て
い
る
。

最
後
に
川
西
常
務
は
「
今
後
も
植
物
工

場
の
規
模
は
拡
大
さ
せ
る
予
定
で
、（
特
定

の
ミ
ネ
ラ
ル
分
を
多
く
含
ん
だ
）
健
康
食
に

使
え
る
機
能
野
菜
の
生
産
に
力
を
入
れ
る

つ
も
り
で
す
。
ま
た
、
設
備
に
つ
い
て
は

照
明
や
空
調
を
改
良
す
る
こ
と
で
エ
ネ
ル

ギ
ー
コ
ス
ト
の
低
減
と
生
育
ス
ピ
ー
ド
の

加
速
化
を
実
現
し
、
普
及
に
弾
み
を
つ
け
た

い
と
思
い
ま
す
」
と
展
望
を
語
っ
た
。

鯖
江
市
に
本
社
を
構
え
る
ウ
ラ
セ
㈱
は
、

衣
料
、
イ
ン
テ
リ
ア
、
産
業
資
材
、
ス
ポ
ー

ツ
資
材
な
ど
各
種
繊
維
素
材
の
染
色
・
捺
染
・

機
能
性
加
工
を
主
力
と
す
る
企
業
で
あ
る
。

染
色
加
工
に
は
大
量
の
石
油
由
来
品
や
水

を
使
用
す
る
こ
と
か
ら
、
同
社
で
は
長
年
、

環
境
保
全
活
動
に
積
極
的
に
取
組
ん
で
お

り
、
そ
の
一
環
と
し
て
昨
年
4
月
、
若
狭

町
に
緑
化
資
材
の
原
料
と
な
る
コ
ケ
専
用

の
植
物
工
場
を
稼
働
さ
せ
た
。
こ
の
事
業
は

北
陸
農
政
局
の
平
成
26
年
度
第
1
回
六
次

産
業
化
・
地
産
地
消
法
事
業
計
画
の
認
定
も

受
け
て
い
る
。

そ
も
そ
も
、
な
ぜ
コ
ケ
に
目
を
付
け
た

の
か
。
同
社
の
通つ

う
じ自
管
理
部
長
は
「
福
島
で

の
原
発
事
故
以
降
、
全
国
で
節
電
傾
向
が
強

く
な
っ
て
お
り
、
そ
う
し
た
需
要
に
ふ
さ
わ

し
い
環
境
対
策
商
品
を
探
し
て
た
ど
り
着

い
た
の
が
、
建
物
の
屋
上
緑
化
に
使
え
る
コ

ケ
で
し
た
。
環
境
保
全
を
企
業
理
念
と
す
る

当
社
に
と
っ
て
こ
れ
ほ
ど
ピ
ッ
タ
リ
の
商

品
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
」
と
経
緯
を
説
明

す
る
。

経
済
産
業
省
の
「
先
進
的
植
物
工
場
施

設
整
備
事
業
」
お
よ
び
農
林
水
産
省
の
「
モ

デ
ル
ハ
ウ
ス
型
植
物
工
場
実
証
・
展
示
・
研

修
事
業
」
の
両
方
の
採
択
を
受
け
て
い
る
大

阪
府
立
大
学
植
物
工
場
研
究
セ
ン
タ
ー
に

直
接
足
を
運
び
、
大
学
発
ベ
ン
チ
ャ
ー
企
業

が
持
つ
コ
ケ
の
育
成
手
法
を
学
ん
だ
。
ま

た
、
既
に
先
行
し
て
取
り
組
ん
で
い
る
滋
賀

県
の
企
業
も
視
察
し
現
状
把
握
を
行
っ
た
。

現
在
は
、
同
社
を
含
む
こ
の
3
社
の
協
力

体
制
の
も
と
、全
国
に
コ
ケ
を
使
っ
た
屋
根
・

屋
上
緑
化
ユ
ニ
ッ
ト
を
営
業
展
開
し
て
い

る
。コ

ケ
の
生
育
に
は
5
年
ほ
ど
か
か
る
の

環
境
保
全
に
貢
献
す
る

企
業
理
念
の
具
現
化

～
ウ
ラ
セ
㈱
（
鯖
江
市
）
～

農
業
に
も
「
資
本
」「
販
売
先
」

「
差
別
化
」
は
不
可
欠

植物工場の今後の展開について語る同社の川西常務曲面にも施工可能な同社の屋根緑化ユニット

若狭町の工場内で育成されているスナゴケ


